










of the Japanese Constitution”というテーマで発
表を試みた。本稿はそれに若干修正を加えたもの
である。
タルト・セミナーのテーマは“People in sport 


















































































きである」 と主張していた 5）。 その十数年後の






























































19 世紀から 20 世紀にかけてのヨーロッパ諸国
は、帝国主義的な植民地獲得政策を競い合うよう
に進めた。 その具体的な結果をサイードは主著






























































































































































































２） 例えばT.Yamamoto：Historical examination of 
sports and globalization: Through the study of 
山本24
GutsMuths’s“Gymnastik”and Jahn’s“Turnen”．
In: International Journal of Eastern Sports & 
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